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On the Intake Pipe E旺ectsin a Two-Cylinder Engine 
Norihiro Sawa 
Abstract 
The paper treats of the theoretical or experimental analysis of the optimum condition of the 
dynamic e妊ect;namely， inertia e丘ectand pulsation effect， inthe intake pipe system of the crankcase-










1/2ゐ=〆+(180/st)2 ( 1) 
乙乙に，ZiM・最大給気比を与えるときの慣性特性数 Zi(三_!J}_~百戸五万~)， μ: 気柱当¥ ai ，-/ 
りの流動抵抗係数， si:有効な給気孔開口角(三仇-L1thL1si:無効角7)) である。 また給気管
長 (Li)，クランク室容積 (Vk叫 )，機関角速度 (ω)，給気孔まわりの断面積 (h)を変えたときの

























シリンダ径×行程 62 rtx59.6 mm シリンダ数 2 
総排気量 1.39 cc 圧縮比 8.2 
クランク室圧縮比 1.39 給気 63058' (T.D.C.) 
最大出力 1回転数 17/Pふ/4800rpm ポート関係 掃気 50024' (B.D.C.) 





給気管は図-2における分岐管 (lムl3=13.7，23.7， 33.7 cmの3種類につき，附加袷気管
長 (l)を10cmおきに I= 10'" 100 cmまで 10種類に変えた。なお排気管は，その影響が加味
するのを防ぐため全部取除き，排気ガ、スは直接大気に放出した川。次に給気量はサ{ジタンク










分岐管長 (l3= 13.7 cm)を一定とし，附加給気管長 (l=10~100 cm)および機関回転数 (N



































口000 500 ~OC コ lラ口O
-tl mm 







供試機関 (E-360)におけるシリンダ (C-1)とシリンダ (C-2)のポ戸トタイミングの間に




合まれる給気管長 (L.t)および給気孔まわりの断面積 (ji)の修正が必要と考えられる。 ((1)式
の誘導に当り，ji=給気管断面積と仮定)しかし， ここでは一応給気管長 (Li) として全給気管
長 Li=ll十ん+l3を，jiとしては附加給気管断面積(j.Jの如何にかかわらずシリンダ部の断面
積 β=8.9cm'を採用し， (図-2参日夜)供試機関の有効給気孔開口角百二127056'_100 = 117056' 
(但し無効角 d仇=10012)) および流動抵抗係数 μ二0.8，1.0 (一般に気化器なしの場一合， μ士0.8---
1.013)) を用いて (1)式から最大給気比 (KM) を与える機関回転数 (N;と全給気管長 (L乞=ll+l，
十ん)との関係を求め，その結果を図-3~図-5 の N~ll 線図上に一点鎖線で併記しているが，
計算曲線は実験結果(最大給気比の生成領域④)とかなりよく一致している。 従って，給気管
長 (Li) として全管長 (ll+l，十l，)を，jiとしてシリンダ部断面積 (j，)を用いるならば，本実験
の附加分岐管長 l3=13.7~33.7 cmの範囲では (1)式から二気簡機関に対する最大給気比の生成






















N ipm 4X103 










































Qi = (a;j4Li)/(360/360+昨)(N/60)二 (1+何/360).qi (3 ) 
となる。ここに， Q包=n+1/4(n=l， 2， 3・・の整数)のときにはI.C.*時に最大の残留脈動正圧
波が重畳し，Qi=n+3/4のときには最大の残留脈動負圧波が重なることになる。
いま供試機関 E-360 を単気簡のみで運転した図-7 の実験結果日V~ll 線図)につき，従来
の脈動次数 (qi)と，ここに提示せる脈動次数 (Qi)とから夫々，脈動効果の最適条件を求める
と，同図lこ併記した鎖線が示すように，最大給気比の生成領域④(1.C.*時の第 1正圧波が高
2 ~ 2 






給気管長 (Li) の代りに図-8の如き管系を一端閉の直管に置換えたときの等価管長 (Li)を用
いればよいものと考えられる。
-el ， fl 
図-8 給気管系の模型
かかる等価管長 (Li)をインピ戸夕、、ンス理論から求め， (附録1参照)その L;を用いた脈
3 
動次数 (Qi)から脈動効果の最適条件 (Qも=14または 3/4のときの機関回転数と附加給気管
長との関係)を求め，それを先に示した図-3~図-5 の実験結果と比較したのが同図に併記せる
3 一点鎖線である。図において，Qi=l 4 の百ト算曲線は⑮領域 (N=3600~3000rpm， 11=70~ 
cm附近)における給気比曲線の山とかなりよく一致している。すなわち単気簡機関の場合と
同様に，有効給気孔閉止時(I.C.*)に残留脈動疋圧波の山が同調するとき最適脈動効果が与え
















給気孔問(1.0.)からシリンダ (C-1)のI.C.*までの脈動サイク jレ数 (Qわから与えられる。
Qi = (向/4Li)/(360/180+f}iJ・(N/60) = (1/2十時/360)'Qi (4) 
ここに，Qi=n十3/4のとき第2シリンダの最大脈動正圧波が第1シリンダの有効給気孔
閉止時(1.C.*)に重なることになる。









ラo 60 l'旧 70 K主60%
二乙リ〉ダ機関
1ぅ~ 25'7印


























































Qi = (1+θi/360)'qi (3 ) 
である。 こ乙に，Qi=n十1/4(n=l， 2， 3)のときI.c.*時に最大の残留脈動正圧波が重畳する
ので給気作用は助長され，Qi=n+3/4のときは，最大の負圧波が重なるので給気作用は阻害さ
れる。 なお脈動次数 (qi)I乙含まれる管長 (Li)の代りにインピ{ダンス理論から求められる等
価管長 (Li)を用いる必要がある。
(4) 高速領域山T= 5000~4000 rpm)になると残留脈動波が大きくなるので，第2シリン
ダの残留脈動波が第 1シリンダの給気過程に対して支配的影響を及ぼす。かかる場合の脈動効
果の最適条件は
Qi = (1/2+付/360)'Qi (4) 









附録 1 等価管長 (Lわの算出
図-8の給気符系lごインピ{ダンス曹三論を適用すると等価管長(Li)は次の如く算出できる。
記号: 1:音響インピ{ダンス (=P/X)，P:音圧， X:体積変位 l:管長，f:断面積，s= 
a2wk， k=7V/a，ω 角振動数ヲ a:圧力伝播速度とおく。 開口端の音圧は P宇Oと見倣すこと














15 = (s/];). cot (kl3) ， 16 = (s民)・cot(叫) (5 ) 
(1)~(5l 式から
1-4・t叫 kl，)・t州民) ./' 





Li == (π/2l/k (7) 
となる。 かくして， (6)式の図式解から各給気管寸度 (l" l2， l3およびj，，];， ];lに対する hが
求まり， (7)式から等価管長 (Lわが算出できる。
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